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「副鼻腔炎」について
「副鼻腔（ふくびくう）」とは？
　「副鼻腔」とは、鼻腔を取り囲む頭蓋骨の内部にある
空洞のことで、「前頭洞（ぜんとうどう）」「篩骨洞（しこつど
う）」「上顎洞（じょうがくどう）」「蝶形骨洞（ちょうけいこつど
う）」があります。左右それぞれ4個ずつ、合計8個の空洞
となります。「蝶形骨洞」は、「篩骨洞」の後ろの頭蓋底

の真ん中付近にあり、非対
称ですが薄い中隔で左右
に仕切られています。
（図 右） 
　それぞれの「副鼻腔」
は、鼻腔と交通し、鼻腔の
外側壁に開口部があります。「副鼻
腔」の内面は薄い粘膜で覆われてお
り、粘液を出しています。通常は、
内部は空気で満たされています。さ
らに、「副鼻腔」の内面には線毛と

呼ばれる小さな毛が生えていて、産生された粘液は、その運動によ
り開口部から鼻腔内へ運ばれます。（図 上） 
　「副鼻腔」は、成長に伴って鼻腔の呼吸部が周囲の頭蓋骨に広
がって形成されます。思春期から成人にかけてほぼ完成しますが、
その後も拡張を続け高齢者では著しく拡大していることもありま
す。（図 右） 

　「副鼻腔炎」は、「副鼻腔」に感染、アレルギーなどの原因で炎症を生じた状態です。中でも篩
骨洞炎と上顎洞炎の頻度が高いが、通常は複数の副鼻腔に炎症を生じます。大きく分けて、症状の
経過により「急性副鼻腔炎」と「慢性副鼻腔炎」があります。（図 下）一般に「慢性副鼻腔炎」のこ
とを俗に＜蓄膿症＞と呼ばれているようです。また、「副鼻腔炎」のほとんどが鼻炎を伴うことか
ら「鼻・副鼻腔炎」という名称も使われます。

　「急性副鼻腔炎」は、主にウイルス感染が原因で起こ
り、症状は長くても1ヶ月程度で収まります。かぜ症候
群による上気道炎（鼻炎を含む）が副鼻腔に波及して生
じます。炎症による鼻粘膜の腫脹により鼻腔と副鼻腔を
つなぐ穴がふさがることがあります。穴がふさがると、
鼻腔への粘液排出がうまくいかなくなり、「副鼻腔」
内の粘液に細菌やウイルスが繁殖して膿がたまる様にな
ります。（図 右）
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　「副鼻腔炎」では、膿が鼻水と一緒に出てくるため、透明ではない
黄色のネバネバとした鼻水が出るという特徴があります。（図 右） さら
に慢性化すると粘調な鼻汁が出ることが多くなります。「副鼻腔炎」
では、鼻汁が前に出るだけでなく、のどの奥へ流れる（＜後鼻漏＞）
ことがあります。鼻腔や副鼻腔の粘膜が腫れたりポリープになったり
すると、空気の通り道が狭くなり、鼻閉（「鼻づまり」）がおこりま
す。匂いを感じる部分（嗅裂部）の粘膜が腫れたり、炎症が長引いた
りすると、嗅覚障害が起こることがあります。「副鼻腔」の中で膿が
たまると、眼や頬のあたりに痛みを感じる症状が起こることがありま
す。 
 「急性副鼻腔炎」の治療は、軽症例で
はウイルスのみの感染である場合が多
く、抗菌薬は投与せずに5日間経過観察
されます。１週間以上経っても症状が改
善せず、膿性鼻漏が続く「細菌性副鼻腔
炎」に移行した場合には抗菌薬が必要
になります。（図 右） 
　症状が３カ月以上続く場合は、「慢
性副鼻腔炎」としての治療が行われま
す。 
　

　副鼻腔の粘膜の炎症が長引いた場合で、本来、膿を排出する能力
を持った粘膜の働きが悪くなり、粘膜そのものが腫れ上がって鼻腔
との交通路をふさいでしまい、さらに炎症が治りにくくなるという
悪循環におちいります。この状態が「慢性副鼻腔炎」です。ひどい
ときには腫れた粘膜が鼻腔まで広がって、ポリープ、いわゆる「鼻
茸（はなたけ）」になったりします。（図 左） 
　「慢性副鼻腔炎」は、「鼻茸」の有無と好酸球主体の炎症かどう
かで＜従来型の＞「慢性副鼻腔炎」と「好酸球性副鼻腔炎」に大別

されます。（図 下） 
　＜従来型の＞「慢性副鼻腔炎」では、マクロ
ライド系の抗菌薬を少量ずつ飲み続ける治療を
行うことがあります。この薬は、本来は細菌を
殺す作用があります。しかし、少量長期投与を
行うと、本来の抗菌作用ではなく、線毛の機能
回復作用、粘膜の炎症を抑える作用がありま
す。 
 3～6カ月継続しても改善されない場
合には、内視鏡下鼻・副鼻腔手術が
行われます。 

＊「副鼻腔炎」では、周辺への炎
症・感染が波及により合併症を引き
起こすことがあります。中でも頭蓋
内内合併症、眼窩内合併症は緊急性
を要する重大な合併症です。診断に
は、CT、MRIが有用です。（図 右）


